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工
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内
閣
提
出
法
律
案
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八
件
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4
0

3
8

番
号

中
小
企
業
技
術
開
発
促
進
臨
時
措
置
法
案

半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
案

商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案

情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

　
右
に
よ
り
「
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す

　
る
法
律
」
の
題
名
を
「
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す

　
る
法
律
」
に
改
正

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
案

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

" "
衆 参

" " "
衆 先議院

三
、
一
九

三
、
一
九

三
、
一
九

二
、
二
七

二 
、二
五

二
、二〇

二
、
一
九

六〇

、
二
、
一
五

提
　
出

月
　
日

三
、
一
九

（
予
）

三
、
一
九

（
予
）

三
、二〇

（
予
）

三
、
五

二、二
五

（
予
）

三、三〇 二、一
九

（
予
）

六〇、四
、
一
九

委
員
会

付
　
　
託

参
　
　
　
議
　
　
　
院

　
　
五
、
二
八

可
　
　
決

　
　
五
、
二
三

可
　
　
決

　
　
四
、
二
三

可
　
　
決

　
　
　
四
、
九

可
　
　
決

　
　
五
、
一
六

可
　
　
決

　
　
四
、
一
八

可
　
　
決

　
　
四
、
一
一

可
　
　
決

　
六
〇
）
、
五
、
一
六

可
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
五
、
三一

可
　
　
決

　
　
五
、
二
四

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
四

可
　
　
決

　
　
四
、一二

可
　
　
決

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

　
　
　
四
、
二
四

可
　
　
決

　
　
四
、一

三

可
　
　
決

　
六
〇
、
五
、
一
七

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

三
、
一
九

三、一

九

三
、
一
九

二
、
二
七

（
予
）

二
、
二
五

二
、
二
三

二
、
一
九

六〇、
三
、
一
九

委
員
会

付
　
　
託

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

　
　
四、二四

可
　
　
決

　
　
四
、
一
七

可
　
　
決

　
　
四
、一〇

可
　
　
決

　
　
五
、二一

可
　
　
決

　
　
　
四
、
三

可
　
　
決

　
　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

　
　
三
、
六

可
　
　
決

六〇
、
四
、
三

可
　
　
決

委
員
会

議
　
　
決

　
　
五
、
九

可
　
　
決

　
　
四
、
一
九

可
　
　
決

　
　
四
、
一
一

可
　
　
決

　
　
　五、
二
三

可
　
　
決

　
　
　
四
、
四

可
　
　
決

　
　
三
、
二
八

可
　
　
決

　
　
三
、
八

可
　
　
決

六〇
、
四
、
四

可
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
　
　
　
考



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件

名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出
月
日

参

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆
議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備
　
　
考

32

大
規
模
小
売
店
舗
等
調
整
法
案

上
坂
昇
君

外
　
　
八
　
　
名

　
（
六
〇
、
六
、
一
二
）

六〇
、
六
、
二
四

六〇

、
六
、
二
四

　
　
（
予
）

六〇
、
六
、
二
四

継
　
　
続
　
審
　
査

国
会
の
承
認
を
求
め
る
の
件
（
一
件
）

番
号

件

名

先議院

提
　
出

月
　
日

参

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

衆

議

院

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

備

考

3

地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
関
東
東
北
鉱
山
保
安
監
督
部
及
び
同
部
東
京
支

部
の
設
置
に
関
し
承
認
を
求
め
る
の
件

衆

六〇
、
三
、
二

〇

六〇、
三
、

二〇

　
　
（
予
）

　六〇
、

五、三〇

承
　
　
認六

六
〇、五三一承

　
　
認

六〇

、三
、

二
〇

六〇
、

五
、二一

承
　
　
認

六〇、
五

、二

三

承
　
　
認

基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
案
（
閣
法
第
三
八
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
技
術
革
新
の
急
速
な
展
開
に
対
応

し
、
国
民
経
済
及
び
国
民
生
活
の
基
盤
強
化
に
相
当
程
度
寄
与
す
る

技
術
に
関
し
、
民
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
試
験
研
究
を
円
滑
化
し
、

民
間
の
基
盤
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
定
義

　
　
　
「
基
盤
技
術
」
と
は
、
鉱
業
、
工
業
、
電
気
通
信
業
及
び
放
送



　
業
（
有
線
放
送
業
を
含
む
。
）
の
技
術
そ
の
他
電
気
通
信
に
係
る

　
電
波
の
利
用
の
技
術
の
う
ち
通
商
産
業
省
又
は
郵
政
省
の
所
掌
に

　
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
国
民
経
済
及
び
国
民
生
活
の
基
盤
の
強
化

　
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
も
の
を
い
う
。

二
、
国
の
財
産
の
利
用
等

　1
　
国
有
施
設
の
利
用

　
　
　
政
府
は
、
基
盤
技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
を
行
う
者
に
国
有

　
　
試
験
研
究
施
設
を
使
用
さ
せ
る
場
合
、
民
間
の
基
盤
技
術
の
向

　
　
上
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
廉
価
で

　
　
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
２
　
国
際
共
同
研
究
に
係
る
特
許
発
明
等
の
実
施

　
　
　
政
府
は
、
基
盤
技
術
に
関
し
て
外
国
政
府
等
と
共
同
し
て
行

　
　
つ
た
国
際
共
同
研
究
の
成
果
に
係
る
国
有
の
特
許
権
等
に
つ
い

　
　
て
、
無
償
又
は
廉
価
で
通
常
実
施
権
を
許
諾
で
き
る
こ
と
と
す

　
　
る
。

三
、
基
盤
技
術
研
究
促
進
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）

　
　
民
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
基
盤
技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
を
推

　
進
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
。
セ
ン
タ
ー

　
は
民
間
の
発
起
に
よ
る
特
別
認
可
法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
業
務
等

　
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
１
　
業
務

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
が
行
う
試
験
研
究
に
必
要
な
資
金
を
供

　
　
給
す
る
た
め
に
出
資
及
び
貸
付
け
の
事
業
を
行
う
ほ
か
、
国
立

　
　
試
験
研
究
所
と
民
間
の
共
同
研
究
の
あ
つ
せ
ん
、
海
外
か
ら
の

　
　
研
究
者
の
招
へ
い
そ
の
他
民
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
基
盤
技
術

　
　
に
関
す
る
試
験
研
究
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
。

　
２
　
設
立
及
び
資
本
金

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
が
発
起
し
、
通
商
産
業
大
臣
及
び
郵
政

　
　
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、
資
本
金
は
、
政
府
及
び
政

　
　
府
以
外
の
者
の
出
資
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
３
　
評
議
員
会

　
　
　
セ
ン
タ
ー
に
、
運
営
に
つ
き
民
間
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

　
　
め
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
る
評
議
員
会
を
置
く
。

　
４
　
監
督

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
、
主
務
大
臣
た
る
通
商
産
業
大
臣
及
び
郵
政
大

　
　
臣
が
監
督
し
、
そ
の
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
そ
の
他

　
　
罰
則
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
。



委
員
長
報
告

　
　
一
九
八
ペ
ー
ジ
参
照

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四

〇
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
の
防
止
を
目
的
と
す
る
中

　
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
法
律
上
の
見
直
し
期
限
が
、
昭
和
六

　
十
年
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
事
業
の

　
収
支
状
況
、
利
用
状
況
及
び
近
年
に
お
け
る
倒
産
の
動
向
等
を
踏
ま

　
え
同
制
度
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
掛
金
月
額
の
最
高
限
度
額
及
び
掛
金
積
立
限
度
額
の
引
上
げ
等

　
　
　
中
小
企
業
の
売
掛
金
債
権
の
回
収
困
難
額
が
大
型
化
し
て
い
る

　
　
状
況
に
か
ん
が
み
、
本
制
度
の
貸
付
金
の
額
が
中
小
企
業
の
回
収

　
　
困
難
額
の
実
情
に
見
合
う
よ
う
に
す
る
た
め
、
掛
金
月
額
の
最
高

　
　
限
度
額
を
現
行
の
五
万
円
か
ら
八
万
円
に
、
掛
金
積
立
限
度
額
を

　
　
現
行
の
二
百
十
万
円
か
ら
三
百
二
十
万
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

　
　
に
、
共
済
金
の
貸
付
限
度
額
を
現
行
の
二
千
百
万
円
か
ら
、
三
千

　
二
百
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

二
、
一
時
貸
付
金
制
度
の
創
設

　
　
共
済
契
約
者
の
解
約
を
防
止
し
、
制
度
へ
の
加
入
を
一
層
促
進

　
す
る
た
め
、
共
済
契
約
者
が
臨
時
に
事
業
資
金
を
必
要
と
す
る
場

　
合
に
、
中
小
企
業
事
業
団
は
、
無
担
保
・
無
保
証
の
資
金
の
貸
付

　
け
を
共
済
契
約
者
に
対
し
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

三
、
そ
の
他

　
　
共
済
契
約
者
間
の
公
平
性
の
確
保
、
制
度
の
運
営
体
制
の
整
備

　
を
図
る
た
め
、
共
済
金
貸
付
け
後
の
解
約
に
関
す
る
解
約
手
当
金

　
の
取
扱
い
の
変
更
、
掛
金
滞
納
者
に
係
る
掛
金
総
額
の
算
定
方
法

　
の
変
更
を
行
う
。

委
員
長
報
告

　
　
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
参
照

情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
四
二
号
）

要
旨

本
法
律
案
は
、
急
速
な
情
報
化
に
伴
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
需
給
ギ



ャ
ッ
プ
の
一
層
の
深
刻
化
あ
る
い
は
、
企
業
間
シ
ス
テ
ム
の
進
展
に

伴
う
端
末
の
複
数
設
置
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
重
複
開
発
等
の
非
効
率

な
事
態
等
、
最
近
に
お
け
る
情
報
化
社
会
の
新
た
な
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
電
子
計
算
機
の
連
携
利
用
に
関
す
る
指
針
及
び
情
報
処
理

振
興
事
業
協
会
の
業
務
の
追
加
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
題
名
の
改
正

　
　
題
名
を
「
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

二
、
電
子
計
算
機
の
連
携
利
用
に
関
す
る
指
針

　
　
主
務
大
臣
は
、
事
業
者
が
広
く
連
携
し
て
そ
の
事
業
分
野
に
お

　
け
る
電
子
計
算
機
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適

　
切
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
高
度
化
計
画
を
勘
案
し
て
、
そ
の

　
事
業
分
野
に
お
い
て
事
業
者
が
連
携
し
て
行
う
電
子
計
算
機
の
利

　
用
の
態
様
、
そ
の
実
施
の
方
法
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め
、
公
表

　
す
る
。

三
、
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
の
業
務
の
追
加
等

（
一
）
協
会
の
業
務
に
次
の
業
務
を
加
え
る
。

　
　
①
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
ム
の
開
発
、
提
供
等
に
関
す
る
業
務

　
　
②
　
企
業
等
が
そ
の
事
業
活
動
の
効
率
化
を
図
る
た
め
電
子
計

　
　
　
算
機
を
共
同
で
利
用
す
る
際
に
必
要
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

　
　
　
開
発
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
業
務

　
　
③
　
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
者
以
外
の
一
般
企
業
が
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
ム
開
発
業
務
に
携
わ
る
技
術
者
の
技
術
の
向
上
に
必
要
な
資

　
　
　
金
を
借
り
入
れ
る
場
合
の
債
務
保
証
の
業
務

（
二
）　

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
効
率
化
業
務
に
関
し
て
特
別
勘
定
を
設
け
、

　
　
他
の
業
務
に
係
る
勘
定
と
区
別
し
て
経
理
を
行
う
こ
と
。

四
、
長
期
借
入
金
及
び
政
府
保
証

　
　
協
会
が
長
期
借
入
金
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と

　
も
に
、
借
り
入
れ
に
つ
い
て
、
政
府
が
債
務
保
証
を
行
う
こ
と
が

　
で
き
る
も
の
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

　
正
す
る
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
情
報
化
社
会
の
新
た
な
要
請
に

　
こ
た
え
る
た
め
、
題
名
を
、
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
改

　
め
る
と
と
も
に
、
電
子
計
算
機
の
連
携
利
用
に
関
す
る
指
針
の
設
定
、

　
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
の
業
務
の
拡
充
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ



う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
生
産
の
効
率
化
対
策
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
・
流
通
と
評
価
の
あ
り
方
、
中
小
企
業
の
情

報
化
対
策
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
技
術
者
の
養
成
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の

市
川
理
事
よ
り
本
法
案
に
反
対
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
案
に
対
し
、
企
業
間
の
電
子
計
算
機
の
連
携
利
用
に

関
す
る
指
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
競
争
阻
害
的
行
為
の
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
等
七
項
目
の
附
帯
決
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

昭
和
十
一
年
の
設
立
認
可
の
日
よ
り
五
十
年
と
な
っ
て
い
る
存
立
期

間
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
と
と
も
に
、
金
融
環
境
な
ど
の
変
化

に
対
応
し
て
、
貸
出
対
象
、
預
金
受
け
入
れ
先
を
拡
大
し
、
さ
ら
に

国
債
等
の
窓
口
販
売
、
所
属
団
体
構
成
員
の
株
式
取
得
を
可
能
に
す

る
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
貸
出

条
件
の
弾
力
化
、
中
小
企
業
金
融
機
関
と
い
う
商
工
中
金
の
性
格
、

商
工
中
金
へ
の
政
府
出
資
と
組
合
出
資
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の

市
川
理
事
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
員
内
者
以
外
の
者
に
対
す
る
業
務
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
所
属
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
に
対
す
る
本
来

業
務
に
支
障
を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
他
の
金
融

機
関
と
の
協
調
に
配
意
し
て
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
等
二
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
（
閣
法
第
四
三
号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
国
際
的
な
経
済
活
動
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者

　
等
に
対
す
る
研
修
業
務
等
の
実
施
に
つ
い
て
民
間
活
力
の
一
層
の
活

　
用
を
図
る
た
め
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、



貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
の
財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
を
可
能
に
す
る
措

置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
の
廃
止
及
び
そ
の
暫
定
的
効
力

　
　
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律

　
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
旧

　
法
は
、
当
該
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
が
解
散
に
よ
り
消
滅
す
る
時
ま

　
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
の
解
散

　
　
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
経
過
す
る
時
に
現
に
存
す
る

　
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
解
散
す
る
。

三
、
財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更

　
　
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
の
間
に
お
い
て
、
必
要
な
定
款
の
変
更
を
し
、
通
商
産
業
大
臣
の

　
認
可
を
受
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
組
織
を
変
更
し
て
民
法
第

　
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
財
団
法
人
に
な
る
こ
と
が

　
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
貿
易
研
心
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
は
、
同

法
を
廃
止
し
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
特
別
認
可
法
人
か
ら

財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
を
可
能
に
す
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
案
は
、
基
盤
技
術
に
関
し
民
間

に
お
い
て
行
わ
れ
る
試
験
研
究
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
こ
れ
に
必
要

な
国
の
財
産
の
利
用
に
関
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
基

盤
技
術
研
究
促
進
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
当
該
試
験
研
究
に
必
要
な

資
金
の
出
資
及
び
融
資
そ
の
他
の
業
務
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
法
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
我

が
国
技
術
水
準
の
国
際
比
較
、
基
盤
技
術
研
究
促
進
セ
ン
タ
ー
の
財

政
基
盤
、
中
小
企
業
の
研
究
開
発
助
成
策
、
国
際
研
究
協
力
の
現
状
、

貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
や
発
展
途
上
国
の
利
用
等
に
つ
い

て
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
、
基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
案
に
つ
い
て

は
、
逓
信
委
員
会
と
の
連
合
審
査
会
を
開
会
す
る
な
ど
慎
重
に
審
査

を
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
川
理
事
よ
り
、
貿
易
研
修
セ

ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ



ま
し
た
。

　
次
い
で
、
討
論
に
入
り
、
日
本
共
産
党
市
川
理
事
よ
り
、
基
盤
技

術
研
究
円
滑
化
法
案
に
は
反
対
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す

る
等
の
法
律
案
に
つ
い
て
は
修
正
案
賛
成
、
原
案
反
対
の
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
貿
易
研
修
セ
ン
タ
ー
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
の
採

決
に
入
り
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、
本
法
案
は

多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
次
に
、
基
盤
技
術
研
究
円
滑
化
法
案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、
本

法
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
以
上
の
二
法
案
に
対
し
、
委
員
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
、
御
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
六
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
千
九
百
七
十
年
六
月
十
九
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成

さ
れ
た
特
許
協
力
条
約
の
一
部
と
条
約
の
細
目
を
定
め
た
規
則
の
一

部
が
、
八
十
四
年
二
月
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
国
際
出
願

制
度
の
一
層
の
利
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
最
新
の
技
術
開
発

の
進
展
に
対
応
し
う
る
よ
う
制
度
の
改
善
を
図
る
た
め
特
許
法
、
実

用
新
案
法
、
意
匠
法
、
商
標
法
な
ら
び
に
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く

国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
出
願
手
続
の
改
善

　
　
国
際
出
願
制
度
を
利
用
し
た
外
国
か
ら
の
出
願
に
つ
い
て
、
我

　
が
国
へ
の
出
願
の
翻
訳
文
の
提
出
の
期
限
の
変
更
、
翻
訳
文
の
範

　
囲
の
限
定
等
出
願
手
続
を
変
更
し
、
出
願
人
の
負
担
の
軽
減
を
図

　
る
。

二
、
優
先
権
制
度
の
導
入

　
　
先
に
さ
れ
た
特
許
出
願
に
係
る
発
明
を
含
め
て
さ
れ
た
出
願
に

　
つ
い
て
、
当
該
先
に
さ
れ
た
特
許
出
願
に
係
る
発
明
に
相
当
す
る

　
部
分
に
つ
い
て
は
優
先
的
な
取
り
扱
い
を
認
め
、
先
の
出
願
の
時

　
に
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
こ
れ
に
伴
い
、
補
正
却
下
の
決
定
に
基
づ
く
新
出
願
の
制
度
及

　
び
追
加
の
特
許
制
度
を
廃
止
す
る
。

三
、
国
際
出
願
制
度
の
改
善

　
　
国
際
出
願
に
つ
い
て
、
特
許
庁
の
ほ
か
他
の
国
際
調
査
機
関
等



に
よ
る
国
際
調
査
等
を
受
け
ら
れ
る
制
度
を
採
用
し
、
国
際
出
願

制
度
の
利
用
の
促
進
を
図
る
。

な
お
、
実
用
新
案
等
に
つ
い
て
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委

　
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
特
許
協
力
条

　
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
制
度
の
利
用
の
促
進
及
び
工
業
所
有
権
制
度

　
の
充
実
を
図
る
た
め
、
国
際
出
願
制
度
を
利
用
し
た
外
国
か
ら
の
出

　
願
に
つ
い
て
出
願
手
続
の
改
善
を
行
い
、
ま
た
国
内
の
特
許
出
願
等

　
に
関
し
て
優
先
権
制
度
の
導
入
、
国
際
出
願
に
つ
い
て
欧
州
特
許
庁

　
に
よ
る
国
際
調
査
を
受
け
ら
れ
る
制
度
の
採
用
等
の
措
置
を
講
じ
よ

　
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
際
出
願
の
現
状
、
優
先
権
制
度
の

　
導
入
に
関
す
る
問
題
点
、
出
願
件
数
の
増
大
等
に
対
処
す
る
事
務
処

　
理
体
制
の
機
械
化
及
び
審
査
官
等
の
人
員
確
保
等
の
諸
点
に
つ
い
て

　
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会

　
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
「
わ
が
国
工
業
所
有
権
制
度
全
般
に

わ
た
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
」
等
五
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

は
、
本
年
が
少
な
く
も
五
年
ご
と
に
制
度
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
る

法
律
上
の
期
限
に
当
た
る
こ
と
及
び
近
年
に
お
け
る
倒
産
の
動
向
等

を
踏
ま
え
、
掛
金
月
額
の
最
高
限
度
額
、
掛
金
積
立
限
度
額
及
び
共

済
金
貸
付
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
契
約
者
に
対
す
る
一
時
貸
付
金
制

度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
最
近
の
倒
産
の
動
向
、
倒
産
関
連
中

小
企
業
の
救
済
策
、
共
済
金
貸
し
付
け
に
係
る
諸
手
続
の
迅
速
化
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り

ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
「
中
小
企
業
事
業
団
は
倒
産
防
止
共

済
制
度
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
」
等
第
二
項
目
の
附
帯
決
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。



以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
組
合
中
央
金
庫
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六

要
旨

二
号
）

　
本
法
律
案
は
、
昭
和
十
一
年
に
設
立
さ
れ
た
商
工
組
合
中
央
金
庫

（
商
工
中
金
）
の
存
立
期
間
が
昭
和
六
十
一
年
十
月
を
も
つ
て
満
了
す

る
こ
と
及
び
金
融
の
自
由
化
に
よ
る
金
融
機
関
間
の
競
争
の
激
化
、

中
小
企
業
の
資
金
・
金
融
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
商
工
中
金
が
直
面
し

て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
商
工
中
金
の
存
立
を
恒
久
化
す
る
と
と

も
に
、
商
工
債
券
の
販
売
力
の
維
持
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
存
立
期
間
に
関
す
る
規
定
の
削
除

　
　
設
立
認
可
の
日
（
昭
和
十
一
年
十
月
八
日
）
よ
り
五
十
年
と
な

　
っ
て
い
る
存
立
期
間
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
。

二
、
所
属
団
体
又
は
そ
の
構
成
員
に
関
す
る
業
務
の
追
加

　
　
所
属
団
体
又
は
そ
の
構
成
員
に
関
す
る
業
務
の
充
実
を
図
る
た

　
め
、
長
期
貸
付
に
係
る
期
間
及
び
方
法
の
制
限
を
撤
廃
し
、
国
債

　
等
の
窓
口
販
売
そ
の
他
の
業
務
、
有
価
証
券
の
貸
付
等
の
業
務
を

　
行
い
得
る
よ
う
に
す
る
。

三
、
貸
付
等
の
業
務
の
拡
大

　
　
所
属
団
体
等
の
事
業
活
動
の
円
滑
化
に
資
す
る
た
め
、
所
属
団

　
体
等
が
設
立
し
た
海
外
現
地
法
人
、
中
小
規
模
の
事
業
者
に
よ
る

　
共
同
出
資
会
社
等
に
対
し
貸
付
を
行
い
得
る
よ
う
に
す
る
。

四
、
商
工
債
券
の
販
売
力
維
持
に
必
要
な
業
務
の
追
加

　
　
商
工
中
金
の
資
金
調
達
の
大
宗
を
占
め
て
い
る
商
工
債
券
の
販

　
売
力
を
今
後
と
も
維
持
す
る
た
め
、
国
債
等
の
窓
口
販
売
等
を
行

　
い
得
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
所
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
商

　
工
債
券
又
は
国
債
等
の
所
有
者
か
ら
の
預
金
の
受
け
入
れ
、
当
該

　
商
工
債
券
又
は
国
債
等
を
担
保
と
す
る
貸
付
等
を
行
い
得
る
よ
う

　
に
す
る
。

五
、
そ
の
他

　
　
余
裕
金
の
運
用
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
副
理
事
長
の
設
置
等

　
役
員
に
係
る
規
定
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
付
随
業
務
規
定
の
整
備

　
等
を
行
う
。

委
員
長
報
告

　
　
一
九
六
ペ
ー
ジ
参
照



半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六
三
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
近
年
の
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
り
、
半
導
体
集
積

回
路
の
回
路
配
置
（
回
路
素
子
及
び
導
線
の
配
置
）
の
開
発
費
用
が

増
大
し
つ
つ
あ
り
、
一
方
、
極
め
て
わ
ず
か
な
費
用
で
他
人
の
回
路

配
置
の
模
倣
が
行
わ
れ
る
危
険
性
が
高
ま
つ
て
き
て
い
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
半
導
体
産
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
半
導
体
集
積

回
路
の
回
路
配
置
の
模
倣
を
禁
止
し
、
開
発
者
を
適
切
に
保
護
す
る

等
の
制
度
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
目
的

　
　
半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
の
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
の

　
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
半
導
体
集
積
回
路
の
開
発
を
促

　
進
し
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

　
る
。

二
、
登
録

　
　
回
路
配
置
を
独
自
に
開
発
し
た
者
は
、
回
路
配
置
利
用
権
の
設

　
定
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

三
、
回
路
配
置
利
用
権

　
　
回
路
配
置
利
用
権
は
、
設
定
登
録
に
よ
り
発
生
し
、
そ
の
存
続

　
期
間
は
、
設
定
登
録
の
日
か
ら
十
年
と
す
る
。
権
利
内
容
と
し
て

　
は
、
回
路
配
置
利
用
権
者
は
、
登
録
回
路
配
置
を
用
い
て
半
導
体

　
集
積
回
路
を
業
と
し
て
製
造
し
、
又
は
そ
の
半
導
体
集
積
回
路
を

　
業
と
し
て
譲
渡
、
貸
渡
し
、
展
示
、
輸
入
す
る
権
利
を
専
有
す
る

　
も
の
と
す
る
。

四
、
権
利
侵
害

　
　
回
路
配
置
利
用
権
者
等
は
、
権
利
侵
害
者
に
対
し
、
損
害
賠
償

　
請
求
権
及
び
差
止
請
求
権
を
有
す
る
。
ま
た
、
善
意
無
過
失
の
侵

　
害
品
購
入
者
に
対
す
る
特
例
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
そ
の
他

　
　
指
定
登
録
機
関
、
権
利
侵
害
者
等
に
対
す
る
刑
事
罰
に
関
す
る

　
規
定
等
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
半
導
体
集
積
回
路
の
回
路
配
置
に

　
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

　
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
半
導
体
集
積
回
路
の
集
積
度
の
飛
躍
的
増
大
に
よ

　
り
、
そ
の
開
発
費
用
が
増
大
す
る
一
方
、
極
め
て
わ
ず
か
な
費
用
で



他
人
の
回
路
配
置
の
模
倣
が
行
わ
れ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
半
導
体
集
積
回
路
産
業
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
、
回
路
配
置
の
創
作
者
等
に
回
路
配
置
を
利
用
す
る
権
利
の

専
有
を
認
め
る
等
の
制
度
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
特
許
法
等
で
は
回
路
配
置
の
保
護
が

不
十
分
で
あ
る
理
由
、
指
定
登
録
機
関
の
公
平
性
、
中
立
性
の
担
保

措
置
、
回
路
配
置
創
作
者
等
の
権
利
の
国
際
的
保
護
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り

ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の

市
川
理
事
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
の
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
指
定
登
録
機
関
の
指
定
に
当
た
っ
て

の
配
慮
す
べ
き
事
項
等
三
項
目
の
附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

中
小
企
業
技
術
開
発
促
進
臨
時
措
置
法
案
（
閣
法
第
六
四
号
）

要
旨

　

　
本
法
律
案
は
、
近
年
に
お
い
て
技
術
革
新
が
急
速
か
つ
広
汎
に
進

展
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
こ
の
技
術
の
進
展
と
相
俟
つ
て
中
小
企
業

を
と
り
ま
く
需
要
構
造
が
著
し
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

中
小
企
業
が
取
り
組
む
技
術
開
発
に
対
し
特
段
の
助
成
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
つ
て
中
小
企
業
の
技
術
の
向
上
を
図
り
、
も
つ
て
中
小

企
業
の
振
興
と
わ
が
国
産
業
技
術
の
調
和
あ
る
発
達
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
中
小
企
業
技
術
開
発
指
針
の
策
定

　
　
中
小
企
業
が
技
術
開
発
力
の
涵
養
に
努
め
、
積
極
的
に
革
新
的

　
な
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に
誘
導
す
る
た
め
、
通
商
産
業

　
大
臣
が
中
小
企
業
者
の
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
と
協
議
し
て
、
そ

　
の
基
本
的
方
向
を
指
針
と
し
て
示
す
。

二
、
技
術
開
発
計
画
の
認
定

　
　
中
小
企
業
者
及
び
組
合
等
は
、
技
術
開
発
計
画
を
作
成
し
、
技

　
術
開
発
計
画
が
こ
の
指
針
に
照
ら
し
て
適
当
で
あ
る
等
所
定
の
要

　
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
る
。



三
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
特
例

　
　
技
術
開
発
計
画
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
又
は
組
合
等
の

　
構
成
員
た
る
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
が
一
億
円
を
超

　
え
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
の
初
回

　
投
資
の
対
象
と
す
る
等
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
。

四
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

　
　
技
術
開
発
計
画
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
又
は
組
合
等
の

　
構
成
員
た
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
新
技
術
企
業
化
保
険
の
付
保

　
限
度
額
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
無
担
保
の
特
例
を
設
け
る
こ
と

　
に
よ
り
、
技
術
開
発
に
係
る
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
。

五
、
そ
の
他

　
　
試
験
研
究
費
賦
課
金
の
任
意
償
却
等
課
税
の
特
例
を
認
め
る
と

　
と
も
に
、
国
の
資
金
確
保
義
務
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
件
に
つ
き
ま
し
て
、
商
工
委
員

　
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
中
小
企
業
技
術
開
発
促
進
臨
時
措
置
法
案
は
、
最
近
に
お

　
け
る
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
及
び
需
要
構
造
の
著
し
い
変
化
に
中

　
小
企
業
が
円
滑
に
対
処
す
る
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
技
術
の
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
、
通
商
産
業
大
臣
が
定
め
た
技
術
開
発
指
針
に
基
づ

い
て
、
中
小
企
業
者
及
び
組
合
等
が
技
術
開
発
計
画
を
作
成
し
、
都

道
府
県
知
事
が
こ
れ
を
認
定
す
る
こ
と
、
及
び
国
は
、
認
定
組
合
等

の
構
成
員
た
る
中
小
企
業
者
の
技
術
開
発
事
業
に
必
要
な
資
金
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
定
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
投
資
育
成

株
式
会
社
法
の
特
例
及
び
課
税
の
特
例
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
の
適
用
対
象
と
な
り
得
る
中
小

企
業
の
範
囲
、
技
術
開
発
指
針
に
盛
り
込
ま
れ
る
内
容
、
本
法
で
言

う
技
術
が
著
し
い
新
規
性
を
有
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
理
由
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り

ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　
次
に
、
地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

関
東
東
北
鉱
山
保
安
監
督
部
及
び
同
部
東
京
支
部
の
設
置
に
関
し
承

認
を
求
め
る
の
件
は
、
仙
台
鉱
山
保
安
監
督
部
と
東
京
鉱
山
保
安
監

督
部
と
を
統
合
し
、
仙
台
市
に
関
東
東
北
鉱
山
保
安
監
督
部
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
に
同
部
東
京
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ



い
て
国
会
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
鉱
山
保
安
行
政
の
現
状
と
今
後
の
方

向
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に

譲
り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
多
数
を
も

っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
東
東
北
鉱

山
保
安
監
督
部
及
び
同
部
東
京
支
部
の
設
置
に
関
し
承
認
を
求
め
る
の

件
（
閣
承
認
第
三
号
）

要
旨

　
　
本
件
は
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
の
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を
受

　
け
て
鉱
山
保
安
行
政
の
効
率
的
推
進
を
図
る
た
め
、
通
商
産
業
省
の

　
地
方
支
分
部
局
で
あ
る
鉱
山
保
安
監
督
部
の
機
構
を
一
部
改
め
る
こ

　
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

　
き
、
国
会
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容

　
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
仙
台
鉱
山
保
安
監
督
部
と
東
京
鉱
山
保
安
監
督
部
と
を
統
合
し
、

仙
台
市
に
関
東
東
北
鉱
山
保
安
監
督
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

東
京
都
に
同
部
東
京
支
部
を
設
置
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
二
〇
四
ペ
ー
ジ
参
照




